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■概要

■詳細

■応用を期待する分野
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〔解決に結びつきそうな企業が抱える課題〕 品質向上、新しい付加価値の開発

ライフサイエンス

汗を中心とした生体調節機構の研究

夏の暑い環境下で運動を行うと体温が過度に上昇し、
運動パフォーマンス低下や熱中症の危険が高まる。発汗
や皮膚血管拡張はヒトの熱放散反応であり、熱中症を予
防するには熱放散機能をよく理解し、高めることが重要と
なる。本研究室では、発汗を中心に、体温・循環・呼吸調
節反応からヒトの生体調節機構について研究している。

測定する生理反応として、深部体温、皮膚温、局所発汗
量、活動汗腺数、単一汗腺の発汗量、汗の塩分濃度・汗
腺のイオン再吸収能評価、皮膚血流量、前腕血流量、酸
素摂取量、感覚指標（主観的運動強度、温熱感、快適感、
気分評価）、心拍数、血圧などがある。必要に応じて、医
師や看護師と協力して採血もする（ヘモグロビン、ヘマトク
リット値、血漿量、赤血球量、血液量など）、筋電図、心電
図（自律神経解析）、心拍出量の測定も場合によっては可
能である。

○想定される実施例、応用例

• 熱中症予防、運動パフォーマンス改善、製品開発・評
価、制汗剤の開発、汗の仕組みの解明

○今後の課題、展望
• 〇〇（製品・食品など）の影響や効果の生理学的評価
• 汗に関する評価、ウェアラブルデバイスの開発など

○競合研究に対する優位性
• ヒト生体内（in vivo）の薬理的な発汗研究が可能
• ヒトの生理機能を生体の中からも外からも、複数の生理
指標を基に統合的に評価できる点

• 産業労働，運動・スポーツ、学校の熱中症予防や健康維持に貢献する新しい製品や食品の開発
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